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令 和 ３ 年 ３ 月 2 5 日

各 警 察 署 長 殿

警 務 部 長

処方薬管理表の様式について

被留置者に服用させる処方薬にあっては、「青森県警察看守勤務要綱」（平成25年３月

８日付け青警本留第91号）に基づき、各警察署の「留置管理及び被留置者の処遇に関す

る細目」（以下「署留置細目」という。）で「処方薬管理表」の様式を定め、適正な管理

に努めているところであるが、新たに「処方薬管理表」の様式を定め、令和３年４月１

日から全署統一で運用することとしたから、所属職員に周知の上、事務処理上誤りのな

いようにされたい。

なお、署留置細目から「処方薬管理表」に関する規定を削除されたい。

記

１ 処方薬管理表の様式

別添１のとおり

２ 様式の特徴

(1) 被留置者に処方薬を服用させた留置担当官の固有番号（記号）を記載する「担当

者欄」及び処方薬の残数確認を行った留置担当官の固有番号(記号)を記載する「確

認者」欄をそれぞれ「／」マークで２分割することにより、留置担当官２人による

処方薬の取扱を徹底させることとした。

(2) 処方時期欄の記載順を、「昼食」、「夕食」、「就寝前」、「翌朝食」と１当番勤務にお

ける取扱順と同じにし、縦一列に収めることにより、翌日当番者との引継における

残数確認を容易にできるようにした。

３ 処方薬管理表の記載要領

別添２のとおり
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別添１

処方薬管理表

    　　年　　月分（№　　） 留置番号 被留置者氏名



別添２

処方薬管理表の記載要領

１ 「処方薬名」欄

通し番号及び処方薬名、成分含有量等を記載する。

一包化された処方薬については、代表的な処方薬名の記載に続き、「等□種○錠」な

どと記載する。

とん服薬については、処方薬名、成分含有量等のほか、「不安時」、「不穏時」、「１日

○回まで」、「４時間以上間隔をあける」など、処方すべき症状、注意事項等を記載す

る。

２ 「処方時期・量」欄

(1) 「受領数・前月残数」欄

処方薬を受領した日付の欄に、受領数を記載する。

前月からの残りがある場合は、１日の欄にその残数を記載する。

(2) 「昼食、夕食、就寝前、翌朝食」欄

ア 処方薬を服用させる時期について、「昼食」、「夕食」及び「翌朝食」の後ろに、

「前」、「間」、「後」のいずれかを記載する。

「就寝前」を含め、それぞれの時期の右隣の欄には、服用させるべき処方薬の

量を「○錠」「△包」等と記載する。

イ 被留置者に処方薬を服用させた場合は、該当する日付の担当者欄に、服用を担

当した留置担当官２人の固有番号(記号)を記載する。

ウ 食事毎や就寝前に服用させる処方薬がない場合は、当該日付欄の「／」マーク

を削除するなどし、服用させる処方薬がないことを明らかにする。

とん服薬については、「昼食」、「夕食」、「就寝前」、「翌朝食」の文字を削除し、

処方すべき症状、注意事項等を記載する。

３ 「１日服用数(計)」欄

該当する日付の昼食時から翌朝食時までの間における、処方薬ごとの服用総数(総

量)を記載する。

４ 「残数」欄

勤務引継時や処方薬仕分時に確認した処方薬の残数を記載する。

５ 「確認者」欄

処方薬の残数を確認した留置担当官２人の固有番号(記号)を処方薬管理表１枚ごと

に記載する。

６ 「備考」欄

(1) 処方薬を新規受領、追加受領及び廃棄した場合に、その日付、内容、担当した留

置担当官及び留置主任官の氏名を記載する。



日付及び内容の記載は、処方薬の受領等を担当した留置担当官が行い、留置担当

官及び留置主任官の氏名は記名とする。

(2) 処方薬を他機関へ引き継いだ場合は、引継者となる留置担当官が、その日付、内

容を記載の上、記名し、引受者となる他機関職員に記名を求めることとする。

７ その他

処方薬管理表の記載例を別添３として添付する。

別添３省略


